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休み時間における異文化交流の試み 

― 子どもとネパール人とのかかわりを読み解く― 

The Trial of the Cross-cultural Communication in the Break Time 

- Iinterpretation Relations Between Children and One Nepalese -

伊藤 晃一 

千葉大学大学院教育学研究科カリキュラム開発専攻 

 子どもたちと学校に招かれた外国人とがなんらかのかかわりをするというような異文化交流の実践のほとんどは、今まで授業

の中で行われていた。しかし筆者は、授業の中で行われる異文化交流の実践が、授業がもつ特徴によってむしろ制約されてしま

い、本来の意味での異文化交流が出来ていないのではないかという問題意識を持つようになった。 

 本研究は、授業の特徴が異文化交流の実践にどのような影響を及ぼしているのかを詳しく検討した上で、その問題点を指摘し、

授業の枠組みをはずした場における異文化交流の実践を作成し、その成果と課題を考察し、学校における新しい異文化交流の可

能性を見いだすことを目的としている。実践は、実践時間をあえて授業から切り離し、休み時間に行った。 

 実践の成果としては、子どもたちが多様な仕方で外国人とかかわろうと試行錯誤する様子が見受けられ、それを休み時間に行

った成果と結論づけた。一方で、今後このような実践を学校文化の中にどう位置づけていくのかということや、異文化交流とい

うことばが、果たして客観的なことばとして機能するのかということや、子どもたちのかかわりを記述するとはどういうことか

という問題も明らかになった。
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1. 問題の所在 

 

1.1.学校で行われてきた異文化交流の典型例 

 具体的に異文化交流の実践の問題を論じる前に、まず

は実際に教育現場で行われている異文化交流の実践を

振り返ってみたい。筆者が実際に見たさまざまな授業や、

公表されている多くの実践例に共通する特徴をもとに

書いていく
2
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 仮に、まだ経験年数が浅く、かつ外国人とあまりかか

わったことのない、小学校高学年を受けもつ若手教師が、

外国人をゲストによんでの異文化交流の授業を任され

た、という状況を想定しよう。こうなった場合、その若

手教師はどのように異文化交流の授業を計画し、実践し

ていくのであろうか。 

 まず教師は、授業であるので、おおまかにねらいを立

てるだろう。しかし、ここで教師が立てるねらいとは、

そもそもその教師が予想できる程度のことであるので、

おおよその察しがつくものである。では、どういうねら

いを立てるのか。 仮に韓国人をゲストによぶというこ

とが決まっているということにしよう。 

 まず、最初に頭に浮かぶのは、キムチとかチヂミとか、

日本でも有名で、教師も食べたことのあるような韓国料

理である。教師は、食文化を通じて、韓国の文化にふれ

るということを授業の目標として考える。キムチやチヂ

ミを通して、韓国人と交流すれば、韓国料理について知

ることもでき、さらに韓国の文化にもふれることができ

るだろう。若手教師はこのように考え、限られた交流時

間のなかで、どのような交流ができるのか考える。 

 教師は実際に授業の作成にとりかかる。教師には、あ

らかじめたてた目標がある。だから、それを達成するた

めの計画を立て、実行しようとするだろう。逆に、目標

の達成に関係ないことは、授業の中では避けたくなるだ

ろう。その実践が、目標を達成するために滞りなく進行

するかどうかが教師の関心事となってくる。こういう考

えは、授業の作成にも現われていて、交流するための時

間配分をしっかりと決めたり、韓国人や子どもたちが、

交流のどの場面で何をするという役割をしっかりと決

めたりするだろう
3
。教師はこのようにして予定どおり

にことが運ぶように授業の構成に配慮するだろう。教師

はたとえば、次のように考える。 

 韓国人によるチヂミの作り方の説明の場面では、韓国

人が丁寧に説明しすぎたり、長く話しすぎたりして、時

間をたくさん食ってしまうかもしれない。そうすると時

間どおりに交流が終わらなくなるだろう。あらかじめ話

してもらう時間を決めておいて、その時間内で終わるよ

うに話してもらおう。料理の作り方は、韓国人が話した

だけではわからないこともあるだろうから、あらかじめ
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 ではこの問題をどう解決していけばよいのであろう

か。 

 

1.3．異文化交流の授業における隠れたカリキュラム 

 ここでは、前節の問題をうけた上で、授業という営み

の特徴を挙げて、それが、異文化交流の実践にどのよう

な影響を与えているのかを考察していく。 

 授業の特徴を挙げてみよと言われると、一般的には、

教師と子どもがいて、教師が子どもに何かを教えること

とか、子どもが教師の指導や助言からあることがらを学

ぶことなどと答えることが予想される。しかし、授業と

いう営みをよく見てみると、そこには、教師や子ども、

それから授業の観察者も見落としてしまいそうになる、

いわば隠された特徴があることに気がつく。こういった

ことについては、すでに、社会学者であるP・W・ジャ
クソンが、「隠れたカリキュラム」（The hidden 
curriculum）と表現し、彼の著書である『 Life In 
Classrooms（1968）』の中で、具体的な事例とともに示
している

7
。 

 ここでは彼の仕事にならって、一見すると、見落とし

てしまいそうになる授業の特徴を挙げて、それが異文化

交流の実践にどのような影響を与えるのかを考えてい

きたい。 

 

 《特徴１： 授業にはねらいが必要であり、ねらいを

達成するために授業が構成される。》 

 

 授業には目標がある。少なくとも目標があることが望

ましい。これは授業の特徴である。  

 教師は、目標をたて、それにそうように授業を構成す

る。そしてその目標が達成されたかどうかが、授業の評

価の基準となる。 

 これは、上に挙げた、授業における若手教師の異文化

交流の典型例にも見られた。たとえば、教師は、「韓国

の方とのチヂミ作りを通して、交流を深めることができ

る」とか「チヂミ作りを体験しての自分なりの感想をも

つことができる」ことを目標にする。そしてそれを達成

するために、授業を構成する。子どもたちの活動として

は、子どもたちにチヂミ作りの際、わからないことを韓

国の方に積極的に質問をさせたり、ゲストの韓国人にチ

ヂミの作り方を説明してもらう時間を設けたりするだ

ろう。 

 この実践において、子どもたちはチヂミ作りを通して、

ゲストの韓国人と交流することはできるだろう。だから、

そういった意味で、この実践はまったく意味がないわけ

ではない。 

 しかし、その交流の中身を見てみるとどうであろうか。

交流の仕方は、あくまでも教師の考えによって限定され

ている。子どもは、韓国人にチヂミの作り方についてわ

からないことを聞くだけ、韓国人側は、それに答えるだ

けである。そして、目標以外のかかわりは授業の目的上、

歓迎されないものとなってしまうのである。 

 授業は時間に制限があり、その限られた時間の中で、

教師は自らが設定した目標の達成を目指す。このことは、

裏を返せば、目標とは関係のないことは避けてしまう可

能性があるということである。 

 また、教師は、授業ということになると、どうしても

ねらいというものを定めて、何かをしていくという癖が

ついているので、確実にそのねらいを達成したいと思う

であろう。しかし確実にねらいを達成するためには、ね

らいの達成を阻害するような、授業における不確定要素

を排除することにつながる可能性がある。 

 しかし、本来異文化交流とは、してみないとわからな

いという面があるのではないか。この不確定要素の排除

は、異文化交流を、その教師が考えられ得る範囲の活動

に収束させてしまっているという点で問題がある。むし

ろ本来の異文化交流は、教師が考えるところの不確定要

素の連続であるとさえ言えるのではないか。 

 少なくとも、あまり異文化交流のない教師があらかじ

め予想したことしかできないという異文化交流の実践

は、実践が豊かになる可能性が低くなるということは言

えるだろう。 

 以上のことから、次のことが言える。 

 授業には、いわゆる目標やねらいが必要であるが、異

文化交流の実践を授業の中で行うと、目標やねらいが、

かえって異文化交流の実践を制約してしまう可能性が

ある。具体的には、授業が目標やねらいにそって進めら

れると、外国人は、授業のなかでの振る舞いを教師に限

定されたり、子どもは、外国人へのかかわり方を限定さ

れたりしてしまう。 

 結果として、授業という営みが、異文化交流を制約し

てしまうのである。目標を達成するために排除される不

確定要素のなかにこそ、異文化交流の醍醐味があるので

あり、これを排除することは問題ある。  

 

 《特徴２： 授業は、教える―教えられるという権力

関係が明確であり、基本的には指導者一人対子ども多数

の関係で行われる。》 

 

 現代の日本において、学校には基本的には教師と子ど

もがおり、授業では教師が教える立場、子どもが教えら

れる立場にあるというのが、おそらく一般的な認識であ

ろう。基本的に子どもは教師の指示にしたがって活動を

することになっている。また、一つの教室に教師１人、

子どもは 30 人から 40 人程度いる。このことは、授業の

特徴である。 

 簡単に述べれば、通常 30人から 40 人の子どもが一緒

に学ぶというのが授業の形式である。そして、教師はあ
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